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テーマ：「中国の経済成長とエネルギー需給－世界市場への影響」 
講 師：堀井伸浩（アジア経済研究所研究員） 






の、近年原油輸入量は大幅に増え、原油の輸入依存度は 2005 年には 41.3％にまで達して
いる。報告では、注目を集める石油に加え、主要エネルギーである石炭、天然ガスの需給
について現状と今後の展望を行った。 














ば、2000 年には 188 億元にまで低下したが、2004 年には 702 億元とまさに急増したため
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 最後に天然ガスの需給については、中国では大気汚染の主要因となっている石炭に替わ
るクリーンエネルギーとして天然ガスは大いに期待されており、一次エネルギーに占める
比率は今後現状の３％未満という水準から 2010 年前後には７％を超える水準にまで普及
を進めていく計画である。その一環として、新疆から上海に至る「西気東輸」（「西のガス
を東に輸送する」）パイプラインや LNG（液化天然ガス）受入ターミナルの建設など大規
模インフラの整備を進めている。しかし天然ガスは輸送用の石油と事なり、石炭と直接競
合するため、３倍以上に及ぶ価格差を考えると自ずと普及には制約があると思われる。国
内の生産余力も石油と比較すると十分にある。したがって天然ガスの輸入量は今後もそれ
ほど大きく伸びるとは考えられない。しかし近年アメリカなどを始め、かつて LNG を全
く輸入していなかった国々が輸入し始めた状況の下、世界の LNG 輸入量の半分近くを占
める日本にとっては中国も新たに輸入国として参入することで若干の影響はあると言え
る。 
 最後に結論として以下の点を述べた。まず石油を除けば、当面は中国のエネルギー需給
は安定へと向かい、世界市場への影響はそれほど巨大なものではないこと、石油について
は資源的な制約から国内の増産に限界がある以上、輸入は増えていかざるを得ないが、中
国政府及び石油企業は海外からの開発輸入を積極的に進める対策を採っており、中国の石
油企業が自らのリスクと資金を投じて、彼らが開発しなければ世界市場に出てこない原油
をマーケットに供給することで世界市場へ与えるインパクトを軽減する効果を持つこと
となると考えられる。 
